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健保通信
　

令
和
４
年
２
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
組
合
会
に
お
い
て
、

令
和
４
年
度
の
予
算
が
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

以
下
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

❶
被
保
険
者
数
は
前
期
比
１
、
４
７
８
人
減
の
６
０
、
０

３
８
人
、
平
均
標
準
報
酬
月
額
は
同
５
、
２
５
３
円
増

の
45
万
５
、
３
３
９
円
、
総
標
準
賞
与
額
は
同
11
億
48

百
万
円
減
の
９
０
９
億
81
百
万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。

❷
一
般
保
険
料
収
入
は
、
被
保
険
者
数
の
減
少
を
主
因
に

前
期
比
３
億
99
百
万
円
減
の
３
１
７
億
72
百
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。
経
常
収
入
全
体
で
は
、
同
４
億
13
百
万

円
減
の
３
１
８
億
９
百
万
円
と
し
ま
し
た
。

❸
一
方
、
経
常
支
出
に
お
い
て
、
保
険
給
付
費
は
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
を
除
外
す
る
た
め
元
年
度
実
績
を
ベ
ー
ス

に
策
定
し
て
お
り
、
1
人
当
た
り
の
給
付
費
の
増
加
に

よ
る
元
年
度
比
７
億
35
百
万
円
増
と
被
保
険
者
数
の
減

少
に
よ
る
元
年
度
比
12
億
円
減
を
合
わ
せ
、
４
億
66
百

万
円
減
（
前
期
比
で
は
５
億
90
百
万
円
減
）
の
１
８
６

億
56
百
万
円
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
納
付
金
（
高
齢
者

医
療
制
度
支
援
の
た
め
の
負
担
金
）
は
、
当
年
度
の
減

少
と
前
々
年
度
精
算
金
（
確
定
額
―
概
算
支
払
額
）
の

戻
り
の
増
加
を
合
わ
せ
、
１
０
９
億
39
百
万
円
を
見
込

み
ま
し
た
。
当
年
度
分
の
減
少
は
、
被
保
険
者
数
の
減

少
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
減
少
し
た
2
年
度

の
保
険
給
付
費
が
算
出
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
影
響

が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
疾
病
予
防
事
業
な
ど
に

充
て
る
保
健
事
業
費
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
以
前
の
水
準
に

回
復
し
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
増
加
基
調
を
見
込
み
、
前

期
比
１
億
98
百
万
円
増
の
20
億
55
百
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。
経
常
支
出
全
体
で
は
、
同
11
億
15
百
万
円
減
の

３
２
０
億
７
百
万
円
と
し
ま
し
た
。

❹
こ
の
結
果
、
経
常
収
支
差
引
額
は
前
期
比
７
億
３
百
万

円
改
善
し
、
１
億
98
百
万
円
の
赤
字
と
な
る
見
込
み
で

す
。

❺
経
常
外
収
支
で
は
、
予
備
費
と
し
て
、
保
険
給
付
費
等

の
予
想
外
の
支
出
に
備
え
て
計
上
す
る
通
常
分
21
億
45

百
万
円
と
、
３
年
５
月
に
売
却
し
た
武
蔵
野
運
動
場
の

売
却
代
金
を
準
備
金
か
ら
別
途
積
立
金
に
保
管
替
え
す

る
会
計
処
理
の
た
め
の
特
別
分
77
億
50
百
万
円
を
合
わ

せ
た
98
億
95
百
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

❻
最
終
的
に
、
経
常
収
支
と
経
常
外
収
支
の
合
計
額
で
あ

る
20
億
円
の
不
足
は
、
同
額
別
途
積
立
金
か
ら
繰
り
入

れ
て
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
ま
し
た
。

❼
以
上
の
と
お
り
、
令
和
４
年
度
の
経
常
収
支
差
引
額
は
、

平
成
29
年
度
以
来
６
期
連
続
の
赤
字
予
算
計
上
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
健
保
組
合
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

今
後
も
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
過
重
な
納
付
金
負
担
や

医
療
の
高
齢
化
や
高
齢
化
の
進
展
に
と
も
な
う
医
療
費

の
増
加
な
ど
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
当
健
保
組
合
と
し
ま
し
て
は
、
加
入
者
の
皆
様
の

健
康
寿
命
の
延
伸
、
並
び
に
健
全
な
財
政
基
盤
の
構
築

に
向
け
、
保
険
者
機
能
の
強
化
や
一
層
の
事
業
の
効
率

化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
か
ら
毎
年
示
達
さ
れ
る
介
護
納
付
金
は
、

第
２
号
被
保
険
者
数
の
減
少
や
過
年
度
精
算
金
が
発
生
し

た
こ
と
か
ら
、
前
期
比
２
億
５
百
万
円
減
の
39
億
64
百
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
納
付
額
に
見
合
う
収
入
を
確
保

す
る
た
め
の
令
和
４
年
度
の
介
護
保
険
料
率
は
、
前
年
度

か
ら
１
‰
引
き
下
げ
た
16
‰
と
し
ま
し
た
。
引
き
下
げ
の

要
因
は
介
護
納
付
金
の
減
少
に
加
え
、
３
年
度
に
特
定
被

保
険
者
制
度
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
る
保
険
料
支
払
い
対

象
者
の
増
加
を
見
込
ん
だ
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

無駄のない
適切な受診を
心がけましょう

医療費節減の
ご協力を
お願いいたします

●健康管理を心がけ、生活習慣を改
善し、健康づくりに取り組みま
しょう。

●ジェネリック医薬品を活用しま
しょう。

●重複受診（同じ病気で、複数の医療
機関等に受診）は避けましょう。

●休日・夜間・早朝の時間外診療な
どは、緊急のやむを得ない場合に
限りましょう。

●接骨院等で施術を受けるときは、
単なる肩こりや筋肉疲労に健康保
険は使えません。

　健保組合を取り巻
く環境は依然として
厳しい状況にありま
す。限られた健康保
険料を効果的・効率
的に保険の給付や、
健康増進・疾病予防
のための健診事業等
に充てるため、引き
続き、医療費節減の
ご協力をお願いいた
します。

令
和
４
年
度 

一
般
勘
定
予
算
の
概
要

令
和
４
年
度 

介
護
勘
定
予
算
の
概
要

の
お
知
ら
せ

令
和

年
度

４

予

算
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令和4年度収入支出予算

健康保険収入 31,780百万円
・一般保険料収入　31,772百万円
・国庫負担金収入　　　　　8百万円

財政調整事業拠出金
557百万円
営繕費・補助金返還等
4百万円
予備費　9,895百万円

調整保険料収入　557百万円

雑収入 29百万円
・特定健診等補助金　12百万円
・利子収入／他　　  17百万円

準備金繰入　7,750百万円

補助金等　14百万円

財政調整事業交付金　333百万円

経
常
収
支

経
常
外
収
支

経常外収支差引額
▲1,802百万円

収支差引額　0円

介護保険収入　4,031百万円

介護納付金　3,964百万円

還付金　1百万円

予備費　166百万円

準備金繰入　100百万円

令和4年度収入支出予算介護勘定

一般勘定

保険給付費 18,656百万円 納付金 10,939百万円
・前期高齢者納付金　2,132百万円
・後期高齢者支援金　8,807百万円

保健事業費
2,055百万円

事務費
321百万円

その他
35百万円

経常収支差引額
▲198百万円

収入
31,809百万円

収入
8,654
百万円

支出
10,457
百万円

支出
32,007百万円

収入
4,131百万円

支出
4,131百万円


